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２０２４年度第１回労働安全衛生推進委員会及び 

第１回船橋労基協・白井支部役員会合同会議議事録 
 

  本会議は予定通り開催し、その概要は以下の通りでした。 

 

１ 日時及び場所 ２０２５年１月２９日（水）１１:００～ 

公民センター・１Ｆ会議室 

 

２ 出席者  尾籠副代表理事、津覇副代表理事、染谷事務局長 

   労働安全衛生推進委員会：野沢委員長、三輪委員、奥村委員、上條委員 

           （欠席:遠藤、持山、埜崎委員） 

   船橋労基協・白井支部役員：倉本支部長、岩渕委員、秋山委員 

                野中委員、鈴木委員 

 （欠席:湯浅、坂本、高橋委員） 

 

３ 協議事項 

  今回は当協議会の労働安全衛生推進委員と船橋労基協・白井支部役員による合同会議

として開催し、以下２件について、駒村代表理事が欠席したため染谷事務局長が説明、

進行を行い協議した結果、すべて了承される。 

 

 第１号協議 全国労働安全週間大会及び全国労働衛生週間大会等の 

参加者増員対策の件 
 

   労働災害の防止には、労働安全・労働衛生への各種安全対策の取組みと意識の高揚

などが重要となっていますが、新型コロナウイルス感染症が収束した以降における全

国安全週間大会等への参加者数が減少しており、また白井工業団地での救急搬送され

る事案が増加又は高止まり傾向となっています。 

   ついては、意識啓発を徹底していくために全国安全週間大会等への参加者を増やし

て行く必要がありますので、参加を促す方法等について協議した。 
 

  ①周知方法について 

②開催内容について（説明内容・テーマ、特別講演の内容又は要否、開催時間など） 

③その他 
 

◆参加社数の推移                             （人） 

区 分 安全週間 衛生週間 年末年始無災害 備 考 

２０１９年度 １４３ １３８ １３０ コロナ前 

２０２２年度 １０８ １０２ ８５ コロナ後 

２０２３年度 １０１ １０６ ９２  〃 

２０２４年度 ９７ ９３ ８５  〃 
 

◆救急搬送の件数 

２０１８年 ２０１９年 ２０２０年 ２０２１年 ２０２２年 ２０２３年 ２０２４年 

１７ ３３ ２６ １６ ２４ ２４ ２８ 
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 《主な意見》 

  ①周知方法について 

   ・出席者が固定化しているので、出席していない事業所に別に連絡をする。 

   ・出席していない事業所には、担当者のほか代表者にも連絡をする。 

・何のために出席するのか、何が得られるのか明確にする。 

   ・出席率の悪い事業所には、再案内をする。 

   ・参加者(社)が減っていること、救急搬送が増えていることなどの現状を周知し、

参加を呼び掛ける。 

   ・案内文の内容に参加者の状況や救急搬送の現状を入れ、必要性の意識付けをする。 

   ・現行のメール、FAXでの周知のほか、封書での案内をすることで会社全体への周知

を図る。 

 

②開催内容について 

 ・出席することによって、仕事との関係などにおいて何が得られるのかが重要であ 

ることから、内容を変える・内容を充実する必要がある。 

 ・時間短縮をする。半日の出席は難しい。 

 ・リモート開催を併用し、かつ時間短縮を図る。 

 ・特別講演は、別の機会に行うようにする。 

 ・各事業所に直接かかわるような内容にする。 

 ・単純な説明でなく、パワーポイントなどを多用し、興味を引くものとする。 

 ・実務的な内容が必要である。出席者と内容がマッチしていない。対象が事業所の担

当者レベルか、事業所の上層部なのか見えない。 

 ・内容について、事前アンケートによりテーマを絞って開催する。 

 ・各企業は、何を知りたいのか、何が必要なのかなどを聞いて、開催する。 

 ・消防署に事故の対処法などを聞くこともありでは。 

 ・法改正などの説明は必要であるが、その他についてはマンネリ化しているので、興

味がある内容にその都度変えていくとよい。 

 ・外国人の雇用、立入監査の状況、残業問題、資格取得と雇用などといったテーマで

の説明に興味がある。 

 

③その他 

 ・多くの方に興味を持ってもらうためには、リモートでの併用開催もいい手段であ

る。 

 ・デジタル化、IT化してポータルサイトでのビデオ録画がみられるようにする。 

  意見が入力できるようにし、意見等が聞き取れるようにする。 

   ・時間外労働の抑制が厳しくなっているので、ウエブでの視聴を進める。 

 

  第２号協議 船橋労基協・白井支部長及び理事の選任の件 
 

２０２５年度は、役員の改選となるため理事２人を以下のとおり推薦する。 

（提出期限：１月末日） 

   ・倉持 忠勝  ㈱進富 執行役員 

     ※白井支部長として推薦する。 

   ・染谷 敏夫  (一社)白井工業団地協議会 事務局長 

     ※４月から事務局長を交替する予定ですが、現在のところ再任とし、新事務局

長を採用後に変更の手続きをする。 
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  第３号協議 その他の件 

   ①埼玉県八潮市で発生した道路陥没事故について、白井工業団地内での危険性の件 

道路の陥没は、地下に埋設されている下水道管や水道管の老朽化等による破損な

どがほとんどである。 

破損を事前に予測することは、特に下水道については通常の点検ではしにくいと

され、事象が表に出てからの対応になっているのがほとんどのようである。 

僅かな予兆を発見し迅速な対応をすることが重要である。 

なお、白井工業団地での陥没事故等については、１カ所でその事例があり、市に 

おいて的確に対処している。 

 

４ 報告事項 

  以下２件につて、説明と報告をする。 

 

  第１号報告 ２０２４年白井工業団地における労災事故状況の件 
 

   ２０２２年～２０２４年の３年間の救急搬送された事案の概要について、別添資料

のとおり報告する。 

 

  ※発生事例を様々な方向から見たときに、朝方及び夕方の発生事例が多くなっている

ことから、就業開始時の朝礼や午後の開始時の呼びかけなどにより防止に対する意

識付けを徹底する必要があると感じられる。 

  ※発生事例では、挟まれや落下・転落などのが多くなっているので、特に注意喚起す

る必要がある。 

 

  第２号報告 救命救急講習会開催の件 
 

   就業中の労災事故や従業員の急病時及び自然災害や日常生活でのけがや病気等にお

いて、迅速かつ適切に救急措置ができるよう以下のとおり開催する。 

  ・日  時  ２０２５年３月４日(火) 13：30～16：30 

  ・場  所  白井市公民センター・レクホール 

  ・定  員  ３０人 

  ・参 加 費  １，０００円/人 

  ・実施機関  日本赤十字社千葉県支部 

・講習内容  ① 傷病者の観察、傷病者の寝かせ方・保温  ４５分 

② 心肺蘇生とＡＥＤの使い方        ３０分 

③ きずの手当て、傷病者の搬送       ６０分  など 

 

５ 当面の会議・行事等の予定 
 

〈会 議〉 

１月２９日(水) 労働安全衛生推進委員会・船橋労基協白井支部役員会合同会議 

        11：00～ 公民センター・会議室 

２月１８日(火) ３役会議 9：30～ 公民センター・相談室 

 〃    第６回定例理事会 11：00～ 公民センター・会議室 

３月１１日(火) ブロック幹事・副幹事会議 11:00～ 公民センター・会議室 
 

〈講習会〉 

 ３月 ４日(火) 救命救急講習会 13：30～ 公民センター・レクホール 
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〈行事等〉 

２月 ６日(木) 新春賀詞交歓会 18：00～ ホテル・マークワン 

２月１３日(木) 知財総合支援相談 産業振興センター 

 

６ 閉会 


